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Ⅰ 聞き取り調査の概要 

１ 目的 

白岡市では、高齢者の方や駅・バス停から離れた地域にお住まいの方な

どの通院や買物等の交通利便性の向上を図るため、平成２６年１０月の実

証運行の開始を目指して、新たな公共交通サービス（以下「デマンド交通」

という。）の構築に向けた検討を進めている。 

本聞き取り調査は、デマンド交通の運行方法や車両などの検討に当たり、

主な対象者として想定される６５歳以上の独居世帯の方の日常生活におけ

る移動の状況と需要を把握するため、高齢介護課が実施する「平成２５年

在宅要援護高齢者調査」と同時に実施したものである。 
 

２ 方法 

⑴ 対 象 者  市内在住の６５歳以上の独居の方 

⑵ 実施期間  平成２５年１０月１８日（金）～１１月３０日（土） 

⑶ 方  法  民生委員・児童委員による対象者への聞き取り調査 
 

３ 回答状況 

回答者  ９３５人 
 
 

Ⅱ 聞き取り調査の結果概要 

１ 通院、買物の日常生活における移動に「困っていること」がある人の割

合は、５０．２％(４６９人)であった。 

６５歳以上の高齢者を対象とした郵送アンケートにおける「日常生活に

おける移動に不便を感じている方」の割合（３１．２％）と比較すると、

その割合が高い結果となった。 
 

２ 通院の際によく使われている交通手段は、「自家用車・バイク」が２４．

３％と最も多く、次いで「自転車」が２３．８％、「徒歩」が１５．７％の

順であった。 
 

３ 買物の際によく使われている交通手段は、「自転車」が２５．７％と最も

多く、次いで「自家用車・バイク」が２４．６％、「徒歩」が２０．３％の

順であった。 
 

４ 通院、買物の際によく使われている交通手段は、「自家用車・バイク」で

あるが、年齢が高くなるほど利用者は少なくなる。７５歳から８４歳まで

は「自転車」の利用者が最も多く、８５歳以上では、「家族・知人による送

迎」が最も多い交通手段となった。 
 

５ 市域の東部地区と西部地区における通院、買物の際によく使われている

交通手段は、「自家用車・バイク」が多い傾向にある。 



2 

Ⅲ 聞き取り調査の結果 

 

１ 回答者の属性 

⑴ 困っていることがある人の割合 

通院、買物の日常生活における移動に「困っていること」がある人の

割合は、５０．２％(４６９人)であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 年齢 

回答者の年齢は、７０～７４歳が最も多く、次いで７５～７９歳、  

６５～６９歳の順であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N=935 

N=935 

（人） 

 
21 人,2.3% 
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⑶ 性別 

回答者の性別は、女性が約７割を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 地区別の回答状況 

地区別の回答者は、小久喜が最も多く、次いで白岡、篠津、西の順で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N=935 

N=935 
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２ 通院の際によく使う交通手段と困っていること 

⑴ 通院の際によく使う交通手段 

 

① 通院の際によく使う交通手段は、「自家用車・バイク」が２４．３％

（３３７人）と最も多く、次いで「自転車」が２３．８％（３２９人）、

「徒歩」が１５．７％（２１７人）と続いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 通院の際によく使う交通手段の年齢区分別回答者数 

６５～６９歳では、「自家用車・バイク」が最も多かった。 

７０～７４歳では、「自家用車・バイク」が最も多く、次いで「自転

車」が続いた。 

７５～７９歳では、「自転車」が最も多かった。 

８０～８４歳では、「自転車」が最も多く、次いで「家族・知人によ

る送迎」「タクシー」「徒歩」と続いた。 

８５～８９歳では、「家族・知人による送迎」が最も多かった。 

９０歳以上では、「家族・知人による送迎」が最も多かった。 

 

年齢
自家用車
・バイク

自転車 徒歩
家族・
知人に

よる送迎
タクシー バス

無回答
（不明）

65～69歳（N=192) 118 67 26 22 21 19 13

70～74歳（N=239） 99 95 56 32 42 11 8

75～79歳（N=222） 65 86 57 47 41 14 7

80～84歳（N=167） 33 55 47 49 48 11 5

85～89歳（N=71） 7 13 18 31 23 4 2

90歳以上（N=21） 4 4 3 15 8 3 2

その他（N=4） 2 2 1 2 1 0 1

無回答（不明）
（N=19）

9 7 9 8 6 6 0

総計 337 329 217 206 190 68 38
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③ 通院の際によく使う交通手段の地区別回答者数 

市域の東部地区と西部地区においては、「自家用車・バイク」の回答

が多い傾向にある。 

一方、多くの医療機関が立地している市域の中央部では、「自転車」

や「徒歩」の回答者数が「自家用車・バイク」を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区
自家用車
・バイク

自転車 徒歩
家族・
知人に

よる送迎
タクシー バス

無回答
（不明）

岡泉（N=32） 18 11 7 9 9 6 0

実ケ谷（N=15） 7 2 1 1 2 1 1

千駄野（N=42） 15 13 22 10 9 3 0

小久喜（N=236） 70 97 72 29 48 15 16

上野田（N=42） 17 14 5 6 9 0 2

下野田（N=33） 14 11 1 8 7 1 0

爪田ケ谷（N=9） 6 3 1 2 1 3 0

太田新井（N=37） 15 7 0 11 4 0 1

彦兵衛（N=40） 17 8 1 9 4 3 3

篠津（N=90） 25 34 11 21 15 3 2

野牛（N=11） 6 4 0 3 0 0 0

高岩（N=38） 12 15 16 6 4 2 1

新白岡（N=51） 20 13 18 17 12 4 1

寺塚（N=14） 6 4 1 3 5 2 0

白岡（N=120） 38 56 39 26 39 17 8

白岡東（N=12） 3 1 1 6 1 0 1

西（N=76） 28 28 18 23 16 4 2

柴山（N=10） 10 0 0 0 0 0 0

荒井新田（N=5） 3 3 3 4 4 3 0

下大崎（N=22） 7 5 0 12 1 1 0

総計 337 329 217 206 190 68 38
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⑵ 通院の交通手段と困っていること 

 

① 自家用車・バイク 

９３人（２６．４％）の方が「今後も運転できるか不安である」と

回答した。 

今後、更なる高齢化の進展に伴い、運転できない方が増加すること

が見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自転車 

１３１人（３７．９％）の方が「天気の悪い日に困っている」と回

答した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 徒歩 

５３人（２３．１％）の方が「天気の悪い日に困っている」と回答

した。 

「徒歩」と回答した方は、医療機関に近い小久喜が７２人、白岡が

３９人、千駄野が２２人と多かった。 
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④ 家族・知人による送迎 

延べ８７人の方が「好きな時間に外出できない」「気兼ねする」と  

回答した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ タクシー 

８１人（４０．５％）の方が「金銭的負担が多い」と回答した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ バス 

他の交通手段と比較して、回答数が６９件と少なく、本市において

はバス利用者が限定されていることが伺える。 
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３ 買物の際によく使う交通手段と困っていること 

⑴ 買物の際によく使う交通手段 

 

① 買物の際によく使う交通手段は、「自転車」が２５．７％（３４９人）

と最も多く、次いで「自家用車・バイク」が２４．６％（３３４人）、

「徒歩」が２０．３％（２７６人）の順であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 買物の際によく使う交通手段の年齢区分別回答者数 

６５～６９歳では、「自家用車・バイク」が最も多かった。 

７０～７４歳では、「自転車」が最も多く、次いで「自家用車・バイ

ク」が続いた。 

７５～７９歳では、「自転車」が最も多かった。 

８０～８４歳では、「自転車」が最も多く、次いで「家族・知人によ

る送迎」「徒歩」と続いた。 

８５～８９歳では、「家族・知人による送迎」が最も多く、次いで「徒

歩」が続いた。 

９０歳以上では、「家族・知人による送迎」が最も多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢
自家用車
・バイク

自転車 徒歩
家族・
知人に

よる送迎
タクシー バス

無回答
（不明）

65～69歳（N=192) 122 70 41 22 17 16 2

70～74歳（N=239） 96 98 74 34 24 13 0

75～79歳（N=222） 66 94 71 49 21 14 2

80～84歳（N=167） 29 58 52 55 20 9 5

85～89歳（N=71） 7 17 24 30 13 3 5

90歳以上（N=21） 3 3 4 13 6 3 5

その他（N=4） 2 1 1 1 1 0 1

無回答（不明）
（N=19）

9 8 9 5 4 4 1

総計 334 349 276 209 106 62 21
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③ 買物の際によく使う交通手段の地区別回答者数 

市域の東部地区と西部地区においては、「自家用車・バイク」の回答

が多い傾向にある。 

一方、多くのスーパーマーケットが立地している市域の中央部では、

「自転車」や「徒歩」の回答者数が「自家用車・バイク」を上回って

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区
自家用車
・バイク

自転車 徒歩
家族・
知人に

よる送迎
タクシー バス

無回答
（不明）

岡泉（N=32） 17 13 10 8 8 8 0

実ケ谷（N=15） 8 2 1 1 2 1 0

千駄野（N=42） 15 13 19 11 7 4 2

小久喜（N=236） 67 101 85 39 28 15 5

上野田（N=42） 19 15 7 7 6 1 0

下野田（N=33） 15 13 1 10 6 1 0

爪田ケ谷（N=9） 5 2 2 1 1 1 0

太田新井（N=37） 16 7 2 11 2 0 1

彦兵衛（N=40） 18 12 4 10 1 1 1

篠津（N=90） 25 40 17 23 3 2 2

野牛（N=11） 6 4 0 2 0 0 0

高岩（N=38） 11 16 16 6 1 0 2

新白岡（N=51） 18 10 26 15 5 4 0

寺塚（N=14） 7 4 1 2 4 1 0

白岡（N=120） 40 59 43 30 22 16 6

白岡東（N=12） 3 2 8 3 0 0 0

西（N=76） 24 29 30 14 6 3 2

柴山（N=10） 10 0 0 0 0 0 0

荒井新田（N=5） 3 3 4 4 3 3 0

下大崎（N=22） 7 4 0 12 1 1 0

総計 334 349 276 209 106 62 21
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⑵ 買物の交通手段と困っていること 

 

① 自家用車・バイク 

８１人（２３．５％）の方が「今後も運転できるか不安である」と

回答した。 

今後、更なる高齢化の進展に伴い、運転できない方が増加すること

が見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自転車 

１１２人（２８．４％）の方が「天気の悪い日に困っている」と回

答した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 徒歩 

６９人（２２．０％）の方が「天気の悪い日に困っている」と回答

した。 

次いで、６３人（２０．１％）の方が「荷物が多い日に困っている」

と回答した。 
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④ 家族・知人による送迎 

延べ７９人の方が「好きな時間に外出できない」「気兼ねする」と回

答した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ タクシー 

４３人（３９．８％）の方が「金銭的負担が多い」と回答した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ バス 

他の交通手段と比較して、回答数が６４件と少なく、本市において

はバス利用者が限定されていることが伺える。 
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４ 新たな公共交通サービスに望むこと（自由記述） 

 

⑴ 乗降場所について 

自宅近くに来てほしい。（２６人） 

⑵ 目的地について 

市内の病院だけでなく、市外の病院にも行ってほしい。（３人） 

駅に行きたい。（３人） 

⑶ タクシーについて 

デマンド交通も良いと思うが、タクシー券を出してもらえたらありが

たい。（４人） 

⑷ バスについて 

小型でいいから、普通のバスを動かしてほしい。（８人） 

決まった時刻に走る循環バスの方式が利用しやすい。（７人） 

⑸ 車両について 

乗り降りしやすい車両にしてほしい。（９人） 

⑹ 予約について 

病院は混み具合で帰りの時間が読めないので、予約が難しい。（４人） 

予約するのが面倒である。（２人） 

⑺ その他 

今現在は考えていないが、将来は利用したい。（７人） 
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参考資料 ＜聞き取り調査票＞ 
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